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◎一般講演第１部 (13：05-14：25)   
 

座⾧：尾花 明（聖隷浜松病院アイセンター） 

1. 原発開放隅角緑内障患者に対するフランス海岸松樹皮・ビルベリー抽出物含有サプリメ

ントの眼圧・酸化ストレスへの影響 

〇大谷雛瑚，井田千紗子，島田文香，村上華奈，小池みずき，原野晃子，市岡昇， 

吉田悠人，谷戸正樹 

島根大学眼科学講座 

 
2. 島根大学緑内障アドヒアランス質問票（SU-GAQ）スコアと高齢者機能評価スコアの関

連 

〇古江真由美 1, 加藤佑弥 1, 大谷雛瑚 2, 井田千紗子 2, 村上華奈 2, 小池みずき 2,  

髙木啓伍 2, 吉田悠人 2, 杉原一暢 2, 谷戸正樹 2 

1. 島根大学医学科 6 年  

2. 島根大学眼科学講座  

 
3. 眼不快感を引き起こさない 222 nm Far-UVC 照射条件の検討：前向き介入研究 

〇海津幸子, 杉原一暢 , 谷戸正樹 

島根大学眼科学講座 

 
4. 深層学習を用いた網膜加齢速度と急速 eGFR 低下との関連 

〇加堂陽一 1, 吉野 純 1, 古山 誠 2, 朝岡 亮 3, 武藤繁貴 4, 谷戸正樹 5, 神田武志 1 

1. 島根大学医学部腎臓内科  2. 南子安眼科 

3. 聖隷浜松病院   4. 聖隷健康診断センター 

5. 島根大学医学部眼科 

 
 

◎一般講演第 2 部 (14：30-15：50)  
座⾧：海津幸子（島根大学・眼科学講座） 

 
5. 食習慣改善に向けた「ベジメータⓇ」活用と行動変容の検討 

〇前 悠佳璃, 酒井海帆, 古閑文代, 山本高弘, 村上晴彦, 加藤貴彦 

公益財団法人 熊本県総合保健センター 

 
6. オフィスワーカーにおける皮膚カロテノイド量と食意識、体組成との関連  

〇丹野久美子, 渡辺圭佑, 青木拓巳, ⾧谷川麻子, 田中一裕 

宮城学院女子大学 



7. 抗 VEGF 治療を受けた nAMD 僚眼の黄斑色素密度  

〇尾花 明, 郷渡有子    

聖隷浜松病院アイセンター 

 
8. 脳ドック受診者における AGEs スコアと生活習慣の関連 

〇大森直樹, 田部井寛, 青木慶仁, 金井由貴枝, 岩佐憲一, 有竹 洵, 田中智貴, ⾧井 篤 

島根大学医学部脳神経内科 

 

◎特別講演 （16：00-17：00） 

     座⾧：谷戸正樹 （島根大学・眼科学講座） 

 

角膜内皮の酸化ストレス脆弱性と病態 

奥村 直毅 先生 
   （同志社大学生命医科学部医工学科 教授） 
 
  
角膜内皮細胞は角膜の透明性維持に必須であるが、増殖能が極めて乏しい post-mitotic 

cell であり、生涯にわたり細胞数が徐々に減少する特徴を有する。また、高いエネルギー需

要と豊富なミトコンドリアを有することから、酸化ストレスの影響を受けやすい細胞群と

される。近年、Fuchs 角膜内皮ジストロフィ（FECD）をはじめとする角膜内皮疾患におい

て、酸化ストレス、ミトコンドリア機能障害、脂質過酸化、蛋白恒常性破綻など、複数のス

トレス応答異常が病態形成に関与することが報告されている。本講演では、角膜内皮を「ヒ

トで直接観察可能な酸化ストレス脆弱組織」として位置づけ、角膜内皮疾患における酸化ス

トレス病態について概説する。さらに、酸化ストレスにより障害された組織の再建という観

点から、近年進展している角膜内皮再生医療について紹介し、今後の展望について議論する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会挨拶（17：00-17：05） 尾花 明（聖隷浜松病院アイセンター） 

 




